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はじめに 

 熊本県，大分県，宮崎県の県境部を含む祖

母山系は，九州山地の北部に位置し，祖母山

(標高 1756m)，障子岳(1709m)，親父山

(1644m)，古祖母山(1633m)等からなる．足

立・森田(2020)は祖母傾国定公園の大分県側

(竹田市，豊後大野市，佐伯市)を対象として

自動撮影法，捕獲法，痕跡法，聞き取り法を

用いた総合的な哺乳類調査を行い，既存文献

(森田 2013，永野・川野 2019)の情報を加え

て7目15科28種(外来種を含む)を報告した．

自動撮影法による調査は本地域の熊本県側や

宮崎県側でも行われている(安田ほか 2013，

大分県教育委員会ほか 2020，前田 2024)．自

動撮影法によって確認された種数は，3 県合

わせて，中大型種 12 種に小型種 2 種(齧歯目

ヤマネ，モモンガ)を加えた 15 種であった．

一般に，自動撮影法で得られた映像から齧歯

目や真無盲腸目，翼手目を含む小型哺乳類を

種同定することは困難であり，これらを含む

哺乳類相を明らかにするためには捕獲調査を

行う必要がある．祖母山系における地上性小

型哺乳類の捕獲調査の事例は少なく(平岩ほ

か 1957，内田・吉田 1968)，近年の報告はほ

とんどない(足立・森田 2020)．そこで祖母山

西麓(熊本県高森町)において地上性小型哺乳

類の予備的な捕獲調査を実施したので，結果

を報告する． 

 

調査地と方法 

 調査地は祖母山西麓(熊本県高森町；標高

987～1013m；3 次メッシュコード 4931-2205；

図 1)のスギ Cryptomeria japonica の植林地お

よび渓流沿いとした．林床植生は貧弱であっ

た．林内では苔むした岩の周辺，渓流沿いで

は倒木が堆積している場所を選び，任意の地

点にまず誘引餌を入れた小型哺乳類用のベイ

トステーション(後述)を設置した．6 日後に

ベイトステーションを見回り，誘引餌の喫食

を確認した地点に小型のシャーマントラップ

を設置し，翌日回収した(学術捕獲許可：熊本

県第 578 号)． 

 小型哺乳類用のベイトステーションは硬質

塩化ビニル製のパイプ(VU パイプ，直径 40 

mm，長さ 150 mm)とキャップ (VU，40 mm)

を組み合わせて自作した(図 2)．ベイトステ

ーションの奥には誘引餌を取り付けるために，

太さ 1.6 mm の針金を用いてレの字形のフッ

クを作製し固定した (図 2)．ベイトステーシ

ョンの大きさを決めるにあたり，小型のシャ

ーマントラップの大きさ(図 2；外寸：縦

63mm×横 56mm×奥行 152mm；入口：縦

                              
2024年11月７日受付 2025年2月27日受理 
＊１熊本県熊本市中央区黒髪4-11-16 
＊2熊本県宇城市松橋町豊福１６９５ 

 
図1．調査地．本研究の調査地を⚫︎で示す． 
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55mm×横 43mm)を参考にした．ベイトステ

ーション 1 台あたりの材料費は約 400 円であ

った． 

 2024年 4月 12日午後に 30台のベイトステ

ーションを地上に設置した．誘引餌として 15

台では 1 台あたりキビナゴ Spratelloides 

gracilis 1 尾(平均体重 3.9g) を，残りの 15 台

では 1 台あたり小型のマアジ Trachurus 

japonicus 1 尾(平均体重 13.0g)を用いた．哺

乳類や鳥類による撹乱を防ぐために，太さ 1.6 

mm の針金を用いてベイトステーションを近

くの木の根や倒木，石に固定した．2024 年 4

月 18 日午後にすべてのベイトステーション

を見回り，誘引餌の喫食を確認したベイトス

テーションについて，同一地点に同じ種類の

誘引餌を 1 尾ずつ用いてシャーマントラップ

を 1 台ずつ設置し，翌日 4 月 19 日午後に見

回った．なお，誘引餌に用いた魚は新鮮な市

販品を購入後に家庭用の冷凍庫で 1 日以上冷

凍保存したものを自然解凍して用いた． 

 

結果と考察 

 2024 年 4 月 18 日午後にすべてのベイトス

テーションを見回った際，30 台のうち 15 台

(キビナゴ 9 地点，マアジ 6 地点) で誘引餌

が完食されていた．これらのベイトステーシ

ョンと同じ場所に設置した計 15 台のシャー

マントラップによって，翌 4 月 19 日に 2 目 3

科 3 種 7 頭の地上性小型哺乳類が捕獲された

(捕獲率 46.7%)．内訳は，齧歯目ネズミ科ヒ

メネズミ Apodemus argenteus 3 頭，齧歯目キ

ヌゲネズミ科スミスネズミ Craseomys smithii 

2 頭，真無盲腸目モグラ科ヒミズ Urotrichus 

talpoides 2 頭であった．誘引餌の種類別にみ

ると，キビナゴではヒメネズミ 1 頭，スミス

ネズミ 2 頭，ヒミズ 1 頭が捕獲され(捕獲率

44.4％)，マアジではヒメネズミ 2 頭，ヒミズ

1 頭(捕獲率 50.0％)が捕獲された．見回り時

点で生存していた個体はその場で放逐し，死

亡個体は熊本県博物館ネットワークセンター

(熊本県宇城市)に収蔵した(仮登録番号 1209

～1210，1214～1217) ． 

 祖母山系では，宮崎県側(標高 300m)で

1950 年代に行われた捕獲調査においてヒメ

ネズミとその近縁種アカネズミ Apodemus 

speciosus が記録され(平岩ほか 1957)，大分

県側(標高 800〜1700m)で 1960 年代に行われ

た捕獲調査において，本調査で記録されたヒ

メネズミ，スミスネズミ，ヒミズのほか，ア

カネズミと真無盲腸目モグラ科ヒメヒミズ

Dymecodon pilirostrisが記録されている(内田・

吉田 1968)．2017 年〜2019 年に大分県側の

12 地点で行われた捕獲法による調査ではヒ

メネズミとアカネズミのみが捕獲され，捕獲

率は 0％〜7％程度と低かった(足立・森田 

2020)．ヒメヒミズは，本調査だけでなく，足

立・森田(2020)でも捕獲されなかった．祖母

山系における最後のヒメヒミズの記録は，『レ

ッドデータブックくまもと 2019』(熊本県希

少野生動植物検討委員会 2019)に記述がある

熊本県高森町における 2003 年の死体拾得と

みられるが，標本の所在は不明である．本地

域におけるヒメヒミズを含む小型哺乳類の生

息状況を把握するために，さらに捕獲調査を

行う必要がある． 

 最寄りの気象観測地点(熊本県高森アメダ

ス；標高 555m)における調査期間 (2024 年 4

月 12 日〜19 日)の日平均気温は 14.7℃〜

18.4℃，日最低気温 6.1℃〜14.3℃，日最高気

温 15.4℃〜24.7℃で，4 月 15 日に 7.5mm の降

 
図 2．本研究で用いたシャーマントラップとベイトステ

ーション．ベイトステーションのキャップの内側の構造 

(レの字のフック) を右に示した． 
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雨が観測された (気象庁 2024)．標高と気温

の逓減率等を考慮すると，本調査地点の気温

は上記の観測地点の値よりも数度低かったと

考えられる．罠の設置期間(2024 年 4 月 18 日

〜19 日)の最低気温は上記の観測地点で

6.1℃(4 月 19 日 4:30)であった．明け方の気

温低下により捕獲個体の死亡が起きた可能性

がある．なお，ベイトステーションを設置し

た 6 日間に，節足動物(昆虫類，カニ類等)に

よるベイトステーション内の誘引餌の消費は

ほとんどなかった．これは春先の調査で節足

動物のアバンダンスが低かったことに加え，

調査期間中の気温が低く節足動物の活動性が

低かったことによると考えられる． 

 サンプル数が少ないため本調査の結果から

誘因餌に対する動物種ごとの選好性を議論す

ることはできないものの，罠の設置に先立っ

てベイトステーションを設置することにより，

調査地における罠かけの適地を予想すること

ができた．これにより，少ない罠数でも比較

的多くの地上性小型哺乳類を捕獲することが

できた．今後，ベイトステーションと捕獲法

を併用して県内における地上性小型哺乳類の

生息調査を行なっていきたい． 
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